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「
桑
田
立
斎
先
生
種
痘
所
之
跡
」
お
よ
び

「
桑
田
立
斎
ア
イ
ヌ
種
痘
之
碑
」
の
建
立

ジ
ェ
ン
ナ
ー
種
痘
発
明
二
百
年
を
記
念
し
て
、
鏑
木
仙
安
（
佐
倉
）
、

北
城
諒
斎
（
大
田
原
）
の
顕
彰
碑
の
建
立
に
つ
い
で
桑
田
立
斎
の
顕
彰
を

行
っ
た
。
江
東
区
清
澄
の
居
宅
・
種
痘
所
跡
に
小
碑
を
立
て
、
ま
た
安

政
四
年
九
月
に
立
斎
が
国
後
か
ら
暴
風
雨
の
中
を
渡
海
し
た
蝦
夷
地
種

痘
最
後
の
地
で
あ
る
標
津
に
顕
彰
碑
を
建
立
し
た
の
で
報
告
す
る
。

桑
田
立
斎
は
越
後
の
新
発
田
の
武
家
の
子
で
、
文
化
八
年
二
八
二

年
）
に
生
ま
れ
、
江
戸
に
出
て
、
い
ま
の
深
川
二
中
の
地
に
あ
っ
た
坪
井

信
道
の
塾
で
西
洋
医
学
を
学
び
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
年
）
に
深
川

万
年
橋
の
近
く
に
家
を
建
て
て
診
療
を
始
め
た
。
い
ま
芭
蕉
記
念
館
に

あ
る
嘉
永
三
年
麹
町
近
吾
堂
の
「
深
川
之
内
・
小
名
木
川
ョ
リ
南
之
方

一
円
』
に
は
、
そ
の
家
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
現
在
の
「
復

元
江
戸
情
報
地
図
」
（
朝
日
新
聞
社
）
と
重
ね
あ
わ
せ
て
み
る
と
、
清
澄
二

丁
目
十
二
番
の
新
川
屋
酒
店
（
藤
尾
信
彦
氏
宅
）
の
位
置
か
ら
南
に
か
け

て
の
場
所
に
あ
た
る
。
両
図
に
共
通
し
て
い
る
霊
雲
寺
（
霊
運
寺
）
の
地

所
に
隣
接
す
る
清
住
町
と
海
辺
大
工
町
代
地
の
東
側
の
境
界
線
が
決
め

手
に
な
っ
た
。

未
来
来
記
事
楽
楽
楽
楽
米
楽
楽
来
米
米
来
米
来
来
来

消

＝
／吟

そ
こ
で
、
有
志
と
形
だ
け
「
桑
田
立
斎
先
生
顕
彰
会
」
を
作
り
、
交

渉
し
て
無
償
で
地
面
の
提
供
を
受
け
、
平
成
十
年
十
月
二
十
二
日
、
立

斎
が
任
務
を
終
え
て
函
館
に
帰
着
し
た
日
に
小
碑
を
建
て
た
。
碑
は
白

御
影
石
（
房
×
扇
×
匡
ｅ
で
表
に
『
桑
田
立
斎
先
生
種
痘
所
之
跡
」
、
裏

に
『
平
成
十
年
ジ
ェ
ン
ナ
ー
種
痘
発
明
二
百
年
、
桑
田
立
斎
先
生
顕
彰

会
』
と
刻
ん
だ
。
字
は
二
宮
が
書
い
た
。
当
日
は
快
晴
に
恵
ま
れ
、
五

十
人
ほ
ど
の
参
会
者
と
と
も
に
除
幕
し
、
紅
白
饅
頭
を
近
所
や
子
供
た

ち
に
配
っ
た
。

北
海
道
の
標
津
町
の
顕
彰
碑
は
、
安
政
四
年
の
立
斎
一
門
の
ア
イ
ヌ

種
痘
の
偉
業
を
称
え
る
た
め
、
こ
の
蝦
夷
地
種
痘
巡
回
の
最
終
地
で
あ

る
標
津
に
平
成
十
年
十
一
月
十
四
日
に
建
立
し
た
。
寒
冷
の
地
で
あ
る

の
で
、
地
下
一
メ
ー
ト
ル
ま
で
鉄
筋
で
基
礎
を
作
っ
て
据
え
付
け
た
。

碑
は
白
御
影
石
（
ご
×
届
×
匡
ｅ
で
地
上
四
○
セ
ン
チ
高
の
台
に
立
っ

て
い
る
。

「
桑
田
立
斎
ア
イ
ヌ
種
痘
之
碑
。
安
政
四
年
（
一
八
五
七
年
）
新
暦
九
月

十
一
日
江
戸
深
川
の
蘭
学
医
桑
田
立
斎
は
折
か
ら
二
百
二
十
日
の
暴
風

雨
の
危
機
を
乗
り
越
え
国
後
よ
り
野
付
に
渡
り
、
通
詞
加
賀
伝
蔵
の
補

佐
で
標
津
一
帯
で
種
痘
を
行
っ
た
。

こ
の
種
痘
は
ア
イ
ヌ
の
天
然
痘
惨
禍
を
憂
え
た
箱
館
奉
行
村
垣
範
正

ら
の
要
請
で
幕
命
に
よ
り
行
わ
れ
、
立
斎
は
門
人
の
西
村
文
石
、
秋
山

玄
潭
井
上
元
長
と
と
も
に
北
上
し
広
く
巡
回
し
て
一
万
三
千
余
の
ア

イ
ヌ
の
生
命
を
救
っ
た
。
ジ
ェ
ン
ナ
ー
種
痘
二
百
年
に
あ
た
り
一
門
の

仁
愛
済
生
の
偉
業
を
称
え
る
。
平
成
十
年
孟
冬
。
標
津
町
、
桑
田
立
斎

先
生
顕
彰
会
」
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裏
面
に
は
立
斎
自
筆
で
「
活
気
満
太
虚
、
丹
心
照
千
古
。
桑
田
立
斎
」

と
刻
ん
だ
。
こ
の
詩
句
は
立
斎
曾
孫
賀
来
明
子
氏
所
蔵
の
立
斎
の
遺
言

書
か
ら
、
署
名
は
相
馬
の
半
井
宏
人
氏
所
蔵
の
立
斎
書
状
な
ど
か
ら
採

っ
た
。
表
面
の
字
は
二
宮
が
書
い
た
。
側
面
に
は
こ
の
建
碑
の
実
現
に

努
力
さ
れ
た
標
津
ポ
ー
川
史
跡
自
然
公
園
・
歴
史
民
俗
資
料
館
の
椙
田

光
明
氏
、
深
川
の
網
代
旭
氏
、
そ
し
て
碑
を
制
作
さ
れ
た
小
樽
の
山
本

照
男
氏
ら
の
名
を
刻
ん
だ
。
除
幕
そ
の
他
の
行
事
は
平
成
十
一
年
の
標

津
町
一
二
○
周
年
記
念
の
折
り
に
行
わ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

標
津
町
の
協
力
に
よ
っ
て
碑
が
建
立
さ
れ
た
「
望
ケ
丘
森
林
公
園
」
は

中
標
津
空
港
か
ら
町
に
入
り
海
に
達
す
る
直
前
の
左
に
あ
る
小
高
い
丘

で
、
碑
か
ら
は
立
斎
巡
回
の
最
東
端
で
あ
る
国
後
島
が
見
え
る
。
こ
の

海
を
一
四
二
年
前
の
九
月
十
一
日
の
嵐
の
中
、
立
斎
は
野
付
半
島
に
渡

っ
て
き
た
。
根
室
、
標
津
一
帯
で
立
斎
は
安
政
四
年
に
一
○
三
人
の
ア

イ
ヌ
に
種
痘
を
し
た
が
、
そ
の
三
七
パ
ー
セ
ン
ト
が
標
津
の
ア
イ
ヌ
で

あ
っ
た
。
門
人
の
井
上
元
長
が
越
冬
し
て
追
加
巡
回
し
、
結
局
安
政
六
年

｛

驚
訴
；
・
渦
》
・
犬
、
Ⅱ
卵
・
・
患
、
●
・
鯉
。
．

‐
‐
言
‐
ぜ
‐

舟
．
。
：
や
鼠
矛
”
．
竿
溌
ゞ
￥

‐
腰
‐
‐
鵠
、
誼
‐
‐
‐
・
く
‐
縦
や
劇
‐
芸
沸
睦

ｒ
『
‐
Ｊ
畠
①
宮
『
宮
』

薩
湖

桑田立斎アイヌ種痘之碑

初
頭
ま
で
に
こ
の
地
の
ア
イ
ヌ
の
八
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
種
痘
を
し
た
。

こ
の
驚
嘆
す
べ
き
蝦
夷
地
巡
回
種
痘
の
壮
挙
の
詳
細
を
含
め
て
桑
田

立
斎
の
生
涯
と
功
業
は
、
初
め
て
発
見
さ
れ
た
立
斎
の
書
状
や
十
二
人

の
門
人
の
事
跡
と
と
も
に
「
桑
田
立
斎
先
生
』
三
宮
陸
雄
著
、
三
八
四
ペ

ー
ジ
、
顕
彰
用
に
十
二
月
制
作
）
、
妻
宗
田
立
斎
安
政
四
年
蝦
夷
地
種
痘
」
三

宮
陸
雄
、
秋
葉
實
共
著
、
標
津
町
に
寄
付
し
残
部
な
し
）
に
発
表
し
た
。
前

者
は
平
成
十
年
十
二
月
に
刊
行
（
非
売
品
）
し
た
が
、
研
究
者
用
に
若
干

の
部
数
を
残
す
の
で
、
希
望
の
方
は
二
宮
宛
に
申
し
込
ま
れ
た
い
。

桑
田
立
斎
先
生
顕
彰
会
（
二
宮
陸
雄
、
網
代
旭
、
秋
葉
實
、
賀
来
明
子
、

山
本
照
男
、
半
井
宏
人
、
椙
田
光
明
、
田
中
美
子
、
日
吉
恵
子
）（

二
嵩
陸
雄
）

関
寛
斎
の
開
拓
精
神
に
学
ぶ

「
寛
斎
セ
ミ
ナ
ー
」
開
か
れ
る

北
海
道
足
寄
郡
陸
別
町
で
は
開
町
八
十
周
年
を
記
念
し
て
、
平
成
十

年
十
月
十
五
、
十
六
日
の
両
日
、
陸
別
町
開
拓
に
晩
年
を
さ
さ
げ
た
医

師
・
関
寛
斎
翁
の
精
神
を
顕
彰
し
、
先
駆
者
と
し
て
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
を
学
び
、
寛
斎
の
進
取
・
慈
愛
の
人
生
を
多
く
の
現
代
人
に
「
生
き

る
指
針
」
と
し
て
吸
収
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
目
的
の
下
に
、
町
を
あ

げ
て
の
「
寛
斎
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
た
。

第
一
日
（
十
五
日
）

○
命
日
祭
・
青
龍
山
・
寛
斎
遺
跡
見
学

○
講
演〃

花
さ
く
郷
に
生
き
た
関
寛
斎
″


